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酒 田 市 農 業 委 員 会 



 

  

令和８ 年４ 月定例総会 会議録 

 

 

１  日  時  令和８ 年４ 月１ ３ 日（ 月）  午前９ 時３ ０ 分 開議 

 

２  場  所  市役所 ７ ０ ３ 号室 

 

３  出席委員（ ２ ４ 名）  

１ 番 荘司太一郎 委員 ２ 番 後藤 保喜 委員 ３ 番 池田 良之 委員 

４ 番 大場 重樹 委員 ５ 番 石川  渡 委員 ６ 番 佐藤  良 委員 

７ 番 吉高祐二郎 委員    ９ 番 佐藤 秀之 委員 

      12 番 兼山 宏勝 委員 

13 番 尾形 大介 委員 14 番 樋口 準二 委員 15 番 佐々木浩希 委員 

16 番 佐藤 浩良 委員 17 番 髙橋 公基 委員    

19 番 佐藤 利篤 委員    21 番 土田 治夫 委員 

22 番 伊藤 正行 委員 23 番 佐々木治人 委員 24 番 伊與田明子 委員 

25 番 川村 恵実 委員 26 番 齋藤  均 委員 27 番 佐藤 耕造 委員 

28 番 田村 晴久 委員 29 番 遠田 裕己 委員    

 

４  欠席委員（ ５ 名）  

８ 番 五十嵐弘樹 委員 10 番 飯塚 将人 委員 11 番 佐藤 晴子 委員 

18 番 三浦ひと み 委員 20 番 阿部 香美 委員    

 

５  事務局職員出席者 

  事務局長 玉澤千秋  事務局次長 齋藤理博 

  農地主査兼農地係長 土門純洋  主事 水島直哉 

  建設産業主査 安倍 誠  調整主任 小松文緒 

 

６  報告事項 

１ ． 農地法第３ 条の３ 届出書の受理について 

２ ． 農地法第５ 条届出書の受理について 

３ ． 農地の現況等に係る 照会に対する 回答について 

４ ． 解約 

５ ． 農地法第１ ８ 条第６ 項の規定によ る 通知受理について 

 

７  議  事 

議第１ ７ 号 農地法第３ 条の規定によ る 許可申請について 

議第１ ８ 号 農用地利用集積等促進計画策定に係る 要請について 

議第１ ９ 号 酒田農業振興地域整備計画の変更について 

 



 

８  開  会 

 



 

                                      

開   会 
（ 午前９ 時３ ０ 分 開会）  

 
○事務局長 おはよ う ございま す。  

 ただいま から 令和８ 年４ 月酒田市農業委員会定例総会を開会いたし ま す。  

 ４ 月の年度初めと いう こ と で、 初めに農業委員憲章の唱和を行いま す。  

 土田会長職務代理、 お願いいたし ま す。  

○土田治夫 会長職務代理者 おはよ う ございま す。  

 それでは、 農業委員会憲章の唱和をお願いいたし ま す。  

 ご起立く ださ い。  

 私が本文のそれぞれの「 一つ、 農業委員会は」 ま で読み上げま すので、 引き 続き 本文をご唱和願い

ま す。  

 それではま いり ます。  

 農業委員会憲章。  

 私たち農業委員会は、 農業、 農村を守り 、 その健全な発展に寄与する ため、 法令遵守と 高い倫理観

を持ち、農業委員と 農地利用最適化推進委員が一体と なって、以下の憲章を遵守する こ と を誓いま す。 

 一つ、 農業委員会は、 農業、 農村の代表と し て、 食料・ 農業・ 農村基本計画の実現に努め、 国民の

期待と 信頼に応えます。  

 一つ、 農業委員会は、 食料の自給率と 自給力を維持・ 向上さ せる ため、 適正な農地行政に努め、 優

良農地の確保と 効率利用を進めま す。  

 一つ、 農業委員会は、 農地利用の最適化を目指し 、 担い手への農地利用の集積・ 集約化、 遊休農地

の発生防止・ 解消、 新規参入の促進に努めま す。  

 一つ、 農業委員会は、 認定農業者や新規参入者等の意欲ある 担い手の育成・ 確保と 経営支援を強化

し 、 農業・ 農村の持続的発展に努めま す。  

 一つ、 農業委員会は、 暮ら し と 経営に役立つ情報の収集・ 提供に努め、 活力ある 農業と 農村社会を

目指し ま す。  

○土田治夫 会長職務代理者 あり がと う ございま し た。 ご着席く ださ い。  

○事務局長 あり がと う ございま し た。  

 それでは、 開会に当たり 、 齋藤会長が挨拶を申し 上げま す。  

○齋藤 均 会長 

 （ 挨拶）  

○事務局長 あり がと う ございま し た。  

 総会の議長は、 酒田市農業委員会規定第19条によ り 会長が務める と なっており ま す。 齋藤会長、 よ

ろし く お願いいたし ま す。  

○齋藤 均 議長 それでは、 皆さ んのご協力によ り ま し て、 議事を円滑に進行し たいと 思いま す。 

 本日の欠席委員は、 ８ 番、 五十嵐弘樹委員、 10番、 飯塚将人委員、 11番、 佐藤晴子委員、 18番、 三

浦ひと み委員、 20番、 阿部香美委員の５ 名です。  

 定足数に達し ており ま すので、 本日の会議を開き ま す。  

 お手元に配付し ており ま す定例総会次第によ って進めま す。  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◎会議録署名委員の指名 

○齋藤 均 議長 最初に、 議事録署名委員の選任を行いま す。  

 選任の方法は、 議長にご一任願いま す。  

 議事録署名委員に、 19番、 佐藤利篤委員、 22番、 伊藤正行委員にお願いいたし ま す。  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◎報告事項 

○齋藤 均 議長 最初に、 報告事項について事務局の説明を求めま す。  



 

○事務局長 報告事項につき ま し ては、 議案の１ ページから になり ま す。  

 今回の報告事項は、 １ 番、 農地法第３ 条の３ 届出書の受理について16件、 ２ 番、 農地法第５ 条届出

書の受理について３ 件、３ 番、農地の現況等に係る 照会に対する 回答について１ 件、４ 番、解約１ 件、

５ 番、農地法第18条第６ 項の規定によ る 通知受理について11件、以上32件につき ま し て農地係長が報

告いたし ま す。  

○事務局 

 （ 報告事項を朗読説明する ）  

 

○齋藤 均 議長 報告事項ではございま すが、 ご質問、 ご意見のある 方、 お願いし ま す。  

 ございま せんか。  

（ 発言する 者なし ）  

○齋藤 均 議長 ないよ う ですので、 こ れで報告事項を終わり ま す。  

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◎議  事 

○齋藤 均 議長 こ れよ り 議事に入り ま す。  

 議第17号 農地法第３ 条の規定によ る 許可申請についてを上程の上、 議題と し ま す。  

 事務局の説明を求めま す。  

○事務局長 議第17号 農地法第３ 条の規定によ る 許可申請については42件の許可申請があり ま し

たので、 その可否を決定し よ う と する も のであり ま す。  

 詳細につき ま し て農地係長が説明いたし ま す。  

○事務局 議第17号 農地法第３ 条の規定によ る 許可申請について。  

 14ページをご覧く ださ い。  

 なお、 今回の農地法第３ 条の許可申請については、 全ての案件におき ま し て、 全部効率要件、 農業

常時従事要件、地域と の調和要件ま で農地法第３ 条第２ 項の各号には該当せず、許可要件を満たし て

いる も のと 考えま す。  

 ま た、 今回の３ 条案件では、 農業者年金への影響はございま せん。  

 酒田58番、 使用貸借、   保岡の田畑15筆、 保岡の○○さ んから 、 ○○さ んへ。 申請事由はその他

で、 親子間の経営委譲、 20年になり ま す。  

 15ページをご覧く ださ い。  

 酒田59番、 使用貸借、 手蔵田、 小牧の田畑24筆、 手蔵田の○○さ んから 手蔵田の○○さ んへ。 申請

事由はその他で、 親子間の経営委譲、 20年になり ま す。  

 16ページをご覧く ださ い。  

 酒田60番、 使用貸借で、 坂野辺新田の畑。 山林と ある のは現況畑３ 筆、 坂野辺新田の○○さ んから

坂野辺新田の○○さ んへ。 申請事由はその他で、 10年になり ま す。  

 酒田61番、 賃貸借、 手蔵田の田10筆、 手蔵田の○○さ んから 手蔵田の○○さ んへ。 申請事由は相手

方の要望で、 10アール当たり １ 万円、 ３ 年になり ま す。  

 酒田62番、 賃貸借、 手蔵田の田４ 筆、 手蔵田の○○さ んから 手蔵田の○○さ んへ。 申請事由は相手

方の要望で、 10アール当たり １ 万円、 ３ 年になり ま す。  

 17ページをご覧く ださ い。  

 酒田63番、 賃貸借、 藤塚の田２ 筆、 藤塚の○○さ んから 遊佐町の○○さ んへ。 申請事由は相手方の

要望で、 10アール当たり 3, 883円、 ５ 年になり ま す。  

 酒田64番、 賃貸借、 広野の田15筆、 広野の○○さ んから 広野の○○さ んへ。 申請事由は相手方の要

望で、 10アール当たり １ 万円、 10年になり ま す。  

 酒田65番、 賃貸借、 熊手島の田１ 筆、 熊手島の○○さ んから 熊手島の○○さ んへ。 申請事由は相手

方の要望で、 10アール当たり １ 万円、 10年になり ま す。  

 18ページをご覧く ださ い。  

 酒田66番、 賃貸借、 新堀の田１ 筆、 新堀の○○さ んから 新堀の○○さ んへ。 申請事由は相手方の要

望で、 10アール当たり 5, 000円、 10年になり ま す。  

 酒田67番、 賃貸借、 手蔵田の田３ 筆、 手蔵田の○○さ んから 手蔵田の○○さ んへ。 申請事由は相手

方の要望で、 10アール当たり １ 万円、 １ 年になり ま す。 こ の案件は、 農地中間管理事業に移行の予定



 

です。  

 酒田68番、 賃貸借、 横代の田４ 筆、 横代の○○さ んから ○○さ んへ。 申請事由は相手方の要望で、

10アール当たり １ 万円、 １ 年になり ま す。 こ ちら も 農地中間管理事業に移行予定です。  

 酒田69番、 所有権移転、 遊摺部の畑２ 筆、 遊摺部の○○さ んから 遊摺部の○○さ んへ。 申請事由は

相手方の要望で、 10アール当たり 売買価格は15万3, 846円、 総額20万円になり ま す。  

 19ページをご覧く ださ い。  

 酒田70番、 所有権移転、 字扇谷地の田３ 筆、 亀ケ崎の○○さ んから 亀ケ崎の○○さ んへ。 申請事由

は相手方の要望で、 10アール当たり 売買価格は30万円、 総額227万5, 000円になり ま す。  

 酒田71番、 所有権移転、 庭田の田１ 筆、 東泉町三丁目の○○さ んから 庭田の○○さ んへ。 申請事由

はその他で贈与になり ま す。  

 酒田72番、 所有権移転、 浜中の畑。 原野と ある のは現況畑４ 筆、 浜中の○○さ んから 浜中の○○さ

んへ。 申請事由は、 その他で交換になり ま す。  

 酒田73番、 所有権移転、 浜中の畑４ 筆、 浜中の○○さ んから 浜中の○○さ んへ。 申請事由はその他

で交換になり ま す。  

 なお、 酒田72番と 酒田73番は親族間の交換です。 面積に差があり ま すが、 交換によ る 精算金はない

と のこ と です。 所得税については税務署に相談し ても ら う よ う に伝えてあり ま す。  

 20ページをご覧く ださ い。  

 八幡22番、 賃貸借、 福山の田２ 筆、 福山の○○さ んから 福山の○○さ んへ。 申請事由は相手方の要

望で、 10アール当たり １ 万円、 10年になり ま す。  

 八幡23番、 賃貸借、 新出の田13筆、 新出の○○さ んから 新出の○○さ んへ。 申請事由は相手方の要

望で、 10アール当たり 、 字安宝山が3, 000円、 他が8, 000円、 10年になり ま す。  

 八幡24番、 賃貸借、 新出の田１ 筆、 新出の○○さ んから 新出の○○さ んへ。 申請事由は相手方の要

望で、 10アール当たり 8, 000円、 10年になり ま す。  

 21ページをご覧く ださ い。  

 八幡25番、 賃貸借、 新出の田７ 筆、 新出の○○さ んから 新出の○○さ んへ。 申請事由は相手方の要

望で、 10アール当たり 3, 000円、 10年になり ま す。  

 なお、 八幡23から 25番については基盤整備事業に影響はございま せん。  

 八幡26番、 賃貸借、 新出の田１ 筆、 新出の○○さ んから 新出の○○さ んへ。 申請事由は相手方の要

望で、 10アール当たり 3, 000円、 10年になり ま す。  

 八幡27番、 賃貸借、 北青沢の田１ 筆、 北青沢の○○さ んから 下青沢の○○さ んへ。 申請事由は相手

方の要望で、 10アール当たり 1, 000円、 10年になり ま す。  

 22ページをご覧く ださ い。  

 八幡28番、 賃貸借、 上青沢の田３ 筆、 小泉の○○さ んから 下青沢の○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 2, 500円、 10年になり ます。  

 八幡の29番ですが、 こ ちら は取下げ申請があり ま し たので取下げです。  

 八幡30番、 所有権移転、 下黒川の田畑４ 筆、 北新町の○○さ んから ○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 、 田の売買価格は１ 万1, 454円、 畑が4, 921円、 総額１ 万1, 870円になり ま

す。  

 23ページをご覧く ださ い。  

 八幡31番、 使用貸借、 北青沢、 上青沢の田畑15筆、 市条の○○さ んから 市条の○○さ んへ。 申請事

由はその他で、 親子間の経営委譲、 10年になり ま す。  

 24ページをご覧く ださ い。  

 八幡32番、 賃貸借、 北青沢の田５ 筆、 小泉の○○さ んから 市条の○○さ んへ。 申請事由は相手方の

要望で、 10アール当たり 5, 000円、 10年になり ま す。  

 八幡33番、 賃貸借、 北青沢の田２ 筆、 豊原の○○さ んから 北青沢の○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 5, 000円、 10年になり ます。  

 八幡34番、 賃貸借、 北青沢の田２ 筆、 市条の○○さ んから 北青沢の○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 5, 000円、 10年になり ます。  

 25ページをご覧く ださ い。  

 八幡35番、 賃貸借、 北青沢の田１ 筆、 こ あら 二丁目の○○さ んから 北青沢の○○さ んへ。  

申請事由は相手方の要望で、 10アール当たり 5, 000円、 10年になり ま す。  

 八幡36番、賃貸借、上青沢の田１ 筆、安田の○○さ んから ○○さ んへ。申請事由は相手方の要望で、



 

10アール当たり 5, 000円、 10年になり ま す。  

 26ページをご覧く ださ い。  

 八幡37番、 賃貸借、 北青沢、 上青沢の田８ 筆、 仙台市の○○さ んから 北青沢の○○さ んへ。 申請事

由は相手方の要望で、 10アール当たり 字家ノ 前、 字南ノ 前田が5, 000円、 ほかが2, 500円、 10年になり

ま す。  

 八幡38番、 賃貸借、 北青沢の田４ 筆、 市条の○○さ んから 入船町の○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 2, 500円、 10年になり ます。  

 27ページをご覧く ださ い。  

 八幡39番、 賃貸借、 北青沢の田１ 筆、 豊原の○○さ んから 法連寺の○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 2, 500円、 10年になり ます。  

 八幡40番、 賃貸借、 上青沢の田１ 筆、 市条の○○さ んから 法連寺の○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 2, 500円、 10年になり ます。  

 八幡41番、 賃貸借、 北青沢の田３ 筆、 北青沢の○○さ んから 法連寺の○○さ んへ。 申請事由は相手

方の要望で、 10アール当たり 1, 500円、 10年になり ま す。  

 28ページをご覧く ださ い。  

 八幡42番、 賃貸借、 上青沢の田３ 筆、 法連寺の○○さ んから 法連寺○○さ んへ。 申請事由は相手方

の要望で、 10アール当たり 字南ノ 前田は5, 000円、 字菖蒲谷地が2, 500円、 10年になり ま す。  

 八幡43番、 賃貸借、 上青沢の田３ 筆、 新橋四丁目の○○さ んから 法連寺の○○さ んへ。 申請事由は

相手方の要望で、 10アール当たり が字南ノ 前田5, 000円、 字大蒸野は2, 500円、 10年になり ま す。  

 29ページをご覧く ださ い。  

 八幡44番、 賃貸借、 北青沢、 上青沢の田６ 筆、 北青沢の○○さ んから 法連寺の○○さ んへ。 申請事

由は相手方の要望で、 10アール当たり 字白玉が2, 500円、 ほかが5, 000円、 10年になり ま す。  

 なお、 八幡32番から 八幡44番は、 農事組合法人解散に伴う 移転になり ま す。  

 平田２ 番、 使用貸借、 山谷新田の田、 原野は現況畑４ 筆、 東泉町三丁目の○○さ んから 山谷新田の

○○さ んへ。 申請事由は相手方の要望で利用集積事業の更新です。 ５ 年になり ま す。  

 30ページをご覧く ださ い。  

 平田３ 番、 所有権移転、 西坂本、 田沢の田畑18筆、 飛鳥の○○さ んから 山元の○○さ んへ。 申請事

由は相手方の要望で、 10アール当たり 田が売買価格12万円、 畑が5, 000円、 総額84万6, 825円になり ま

す。  

 31ページをご覧く ださ い。  

 平田４ 番、 所有権移転、 中野俣の田１ 筆、 字南町の○○さ んから 中野俣の○○さ んへ。 申請事由は

相手方の要望で、 10アール当たり 売買価格が10万円、 総額８ 万4, 000円になり ま す。  

 平田５ 番、 所有権移転、 中野俣の田１ 筆、 中牧田の○○さ んから 中野俣の○○さ んへ。 申請事由は

相手方の要望で、 10アール当たり 売買価格が10万円、 総額６ 万6, 400円になり ま す。  

 説明は以上です。  

○齋藤 均 議長 農地調査委員会の報告をお願いし ま す。  

○12番 兼山宏勝委員 12番、 兼山です。  

 ４ 月６ 日に第１ 班によ る 農地調査委員会を行っており ま す。議第17号 農地法第３ 条の規定によ る

許可申請について、農地調査委員会では協議及び審議の結果、許可する こ と に特に問題はないと の意

見であったこ と を報告いたし ま す。  

○齋藤 均 議長 質疑に入る 前ではございま すが、３ 条許可申請の案件ですので、現地調査の結果

を確認いたし ま す。  

 今回の議案の中で、 地元農業委員から は、 現地調査の結果、 特に疑義のある 報告は受けていないと

いう こ と ですが、何かお気づき の点など補足的説明があれば初めにお願いし ま す。何かございま せん

か。  

（ 発言する 者なし ）  

○齋藤 均 議長 ないよ う ですので、 こ れよ り 質疑に入り ま す。  

 初めに、 農業委員会等に関する 法律第31条の規定によ る 議事参与の制限の案件を先に審議し ま す。 

 29番、 遠田裕己委員に該当する 案件があり ま すので、 その案件を先に審議し ま す。  

 29番、 遠田裕己委員の退席を求め、 暫時休憩し ま す。  

（ 休   憩）  

（ 再   開）  



 

 

○齋藤 均 議長 再開し ま す。  

 質疑に入り ま す。  

 29番、 遠田裕己委員に関連する 議案書21、 22ページ、 八幡27番、 28番の議事参与の制限の案件につ

いてご質問、 ご意見のある 方お願いし ま す。  

 ご質問ございま せんか。  

（ 発言する 者なし ）  

○齋藤 均 議長 ないよ う ですので、 質疑を打ち切り ま す。  

 採決に入り ま す。  

 八幡27番、 28番の議事参与の制限の案件について許可決定と する こ と にご異議ございま せんか。  

（ 「 異議なし 」 と 呼ぶ者あり ）  

○齋藤 均 議長 異議ないよ う ですので、八幡27番、28番の議事参与の制限の案件については許可

決定と いたし ま す。  

 こ こ で29番、 遠田裕己委員の退席を解除し 、 暫時休憩と いたし ま す。  

（ 休   憩）  

（ 再   開）  

○齋藤 均 議長 再開いたし ま す。  

 続き ま し て、 議事参与の制限以外の案件について審議し ま す。  

 ご質問、 ご意見のある 方お願いし ま す。  

 佐藤委員。  

○27番 佐藤耕造委員 27番、 佐藤です。  

 20ページの八幡の23番、備考のほう に安宝の山と いう のがあり ま すけれども 、地目のほう に山がな

いので、 こ れ田んぼですよ ね。 読むと き は田んぼって言ったよ う な気がし たんですが。  

（ 「 安宝山と いう 地名です」 と 呼ぶ者あり ）  

○27番 佐藤耕造委員 安宝山なんですか。  

（ 「 安宝山と いう 地名です」 と 呼ぶ者あり ）  

○27番 佐藤耕造委員 失礼し ま し た。  

○齋藤 均 議長 ほかにございま せんか。  

（ 発言する 者なし ）  

○齋藤 均 議長 ないよ う ですので、 質疑を打ち切り ま す。  

 採決に入り ま す。  

 議第17号、こ れま で許可決定し た議事参与の制限以外の議案について許可決定と する こ と にご異議

ございま せんか。  

（ 「 異議なし 」 と 呼ぶ者あり ）  

○齋藤 均 議長 異議がないよ う ですので、農業委員会等に関する 法律第31条の規定によ る 議事参

与の制限以外の議案について許可決定と いたし ま す。  

 以上によ り 、 議第17号については全て許可決定と なり ま し た。  

 続き ま し て、議第18号 農用地利用集積等促進計画策定に係る 要請についてを上程の上、議題と し

ま す。  

 事務局の説明を求めま す。  

○事務局長 議第18号 農用地利用集積等推進計画策定に係る 要請については、やま がた農業支援セ

ンタ ーに農用地利用集積等促進計画を定める よ う 要請する こ と の可否を決定し よ う と する も のであ

り ま す。  

 詳細について農地係長が説明いたし ま す。  

○事務局 議第18号 農用地利用集積等促進計画策定に係る 要請について、議案書33ページの表をご

覧く ださ い。  

 初めに、 所有権移転でございま すが、 こ ちら は出し 手が漆曽根の○○さ ん、 受け手が飛鳥の○○さ

ん、 物件は飛鳥地内の田4, 000平方メ ート ル。 公告日は令和８ 年５ 月17日、 10アールの田、 60万円で

あり ま す。  

  次に、 34ページの集計表ですが、 こ ちら ６ 件、 17筆は所有者不明農地の賃貸借案件と なり ま す。

所有者不明の農地の賃貸借は、所有者不明の探索や県知事裁定などの手続を経て中間管理機構を通し

て可能と なり ま す。  



 

 集計表を読み上げま す。  

 知事１ 、 貸付け者、 亡○○相続財産、 田２ 筆、 権利の種類、 賃貸借、 貸付収受回数５ 回、 10アール

当たり 賃料１ 万円、 借受け者、 漆曽根の○○さ んです。  

 知事２ 、 貸付け者、 亡○○相続財産、 田４ 筆、 権利の種類、 賃貸借、 貸付収受回数５ 回、 10アール

当たり 賃料１ 万円、 借受け者、 本川の○○さ んです。  

 知事３ 、貸付け者、広岡新田の亡○○相続財産、田２ 筆、権利の種類、賃貸借、貸付収受回数５ 回、

10アール当たり 賃料8, 000円、 借受け者、 坂野辺新田の○○さ んです。  

 知事４ 、 貸付け者、 広野の亡○○相続財産、 田２ 筆、 権利の種類、 賃貸借、 貸付収受回数10回、 10

アール当たり 賃料8, 000円、 借受け者、 坂野辺新田の○○さ ん。  

 知事５ 、 貸付け者、 広野の亡○○相続財産、 田２ 筆、 権利の種類、 賃貸借、 貸付収受回数10回、 10

アール当たり 賃料8, 000円、 借受け者、 坂野辺新田の○○さ んです。  

 知事６ 、 貸付け者、 桜林の亡○○相続財産、 田５ 筆、 権利の種類、 賃貸借、 貸付収受回数５ 回、 10

アール当たり 賃料１ 万円、 借受け者、 桜林の○○さ んです。  

 次に、 35ページの集計表ですが、 こ ちら は賃借権の移転になり ま す。  

 物件は落野目地内の田２ 筆、 1, 477平方メ ート ル、 公告日は令和８ 年６ 月17日、 10アール当たり 賃

料は字加久地が１ 万円、 字杉之崎が5, 000円、 板戸の○○さ んから 落野目の○○さ んへの移転と なり

ま す。  

 説明は以上と なり ま す。  

○齋藤 均 議長 農地調査委員会の報告をお願いし ま す。  

○12番 兼山宏勝委員 12番、 兼山です。  

 議第18号 農用地利用集積等促進計画策定に係る 要請については、農地調査委員会では協議及び審

議の結果、 要請する こ と に特に問題はないと の意見であったこ と を報告いたし ま す。  

○齋藤 均 議長 それでは、 こ れよ り 質疑に入り ま す。  

 本件は、 農業委員会等に関する 法律第31条の規定によ る 議事参与の制限の案件になり ま す。  

 ２ 番、 土田治夫委員が該当し ま すので退席を求めま す。  

 暫時休憩し ま す。  

（ 休   憩）  

（ 再   開）  

 

○齋藤 均 議長 再開し ま す。  

 土田治男委員の案件についてご質問ございま せんか。  

（ 発言する 者なし ）  

○齋藤 均 議長 ないよ う ですので、 質疑を打ち切り ま す。  

 採決に入り ま す。  

 第18号 農用地利用集積等促進計画策定に関わる 要請について、要請する こ と を決定に異議はない

よ う ですので、議第18号 農用地利用集積等促進計画に係る 要請について、要請する こ と を決定と い

たし ま す。  

 議事参与の制限の案件について要請する こ と を決定いたし ま す。  

 こ こ で、 21番、 土田治夫委員の退席を解除し 、 暫時休憩いたし ま す。  

（ 休   憩）  

（ 再   開）  

○齋藤 均 議長 再開し ま す。  

 議事参与の制限以外の案件について質問ございま せんか。  

 後藤委員。  

○２ 番 後藤保喜委員 ２ 番、 後藤保喜です。  

 34ページの知事裁定と いう こ と について、 も う 少し 詳し く 知り たいんですけれども 。  

○齋藤 均 議長 事務局、 お願いし ま す。  

○事務局 こ ちら 関し ては、 借受け者の方から 、 相続人が相続財産管理と いいま すか、 相続人が亡く

なった土地について借受けの希望があり ま し て、そちら について所有者について捜索を経て、捜索の

公示だけは行いま し て、 所有者と いう か相続人が確定でき ないも のについて、 農地中間、 やま がた農

業支援センタ ーのほう に、 今の形で賃貸借する こ と について要請し たも のです。  

○齋藤 均 議長 局長。  



 

○事務局長 地権者の方が亡く なって、 普通、 相続人の方がいれば、 その方と 賃貸借契約ができ ま す

けれども 、相続さ れる 方がちょ っと 分から ないケース が最近増えており ま す。２ 分の１ 以上と か分か

れば中間管理機構と かの手続も でき る んですが、 誰も 分から ないケース も 増えており ま し て、 ただ、

そのま ま ですと 、 そこ の土地は誰も 利用でき なく なり 、 遊休農地・ 荒廃農地化し てし ま いま すので、

それを避ける ためにも 、 相続人が不明であった場合は、 ま ず市の農業委員会が、 その方、 例えば旦那

さ んであれば奥さ ん、 配偶者の方ですと かお子さ んですと か相続人になる 方を捜索いたし ま す。  

 ただ、 延々と 捜索し ても 不明な場合も ございま し て、 その際は、 やま がた農業支援センタ ーのほう

に、 ま ず相続人がいないけれども 借り たいと いう こ と で促進計画ですかね、 認可し て、 計画を策定す

る こ と を要請いたし ま す。支援センタ ーのほう ではそれを受けまし て、県知事のほう に裁定をし てほ

し いと いう こ と で依頼をし て、 県知事がそれをオーケー、 裁定する と なり ま し たら ば、 初めてそれが

やま がた支援センタ ーのほう に行って、支援センタ ーと 借受人と の間で農地の貸し 借り が成立する と

いう こ と になり ま す。  

 ただ、 その賃借料につき ま し ては、 地権者の相続人が不明ですので誰に払う か、 ちょ っと それは払

えない状況にはなり ま すけれども 、 借り ている 人は、 ま ず支援センタ ーのほう に賃借料を払う 、 支援

センタ ーは、 そのお金を法務局に供託と いう 形で預ける と いう よ う な形になっており ま す。  

 知事裁定と いう のは、こ の一連の流れの一つと いいま すか、知事の裁定を受けて貸し 借り が可能に

なる と いう よ う な制度と いう ふう にご理解いただければと 思いま す。  

 以上です。  

○齋藤 均 議長 こ れから 、 こ う いう 例がかなり 出てく る 。 月１ 回、 私も 常設審議委員会で県の諮

問会に出ま すけれども 、 ほかの市町村も かなり 出てき ていまし て、 その都度、 常設審議委員会に裁定

の案件が上がってく る よ う な状態ですので、頭の中に皆さ んも 覚えておいていただき たい。よ ろし い

でし ょ う か。  

○13番 尾形大介委員 ついでに聞いていいですか。  

○齋藤 均 議長 どう ぞ、 尾形委員。  

○13番 尾形大介委員 13番、 尾形です。  

 さ っき のやつなんですけれども 、 じ ゃ、 こ れ契約期間ですけれども 、 一番上だと 令和８ 年から 令和

13年、 ５ 年間ですけれども 、 こ の賃料収受回数５ って、 こ れ５ 年間は５ 回、 25年間、 今ま でき た。 20

年間、 今ま でやってき たと いう こ と ですか。 ５ 回って、 こ れ１ 年１ 回の５ 回と いう こ と ですか。  

○事務局 いや、 ５ 回。 ５ 回、 １ 年に１ 回。 ５ 年と いう ふう な…… 

○13番 尾形大介委員 ５ 年と いう 意味ですか。  

○事務局 年数見る と ８ 年の７ 月１ 日から 13年の３ 月31なんで、 ５ 年よ り も ちょ っと …… 

○13番 尾形大介委員 その前はなかった。 ８ 年、 今年から 発生し たと いう こ と ですか。  

○事務局 そう ですね。  

○13番 尾形大介委員 こ の相続人がいなく なったのは今年から 発生し た…… 

○事務局 今年から …… 

○13番 尾形大介委員 でも 、 ５ 回と なっていたから 。  

○事務局 ５ 回と いう のは、 ５ 年いっぱいになら んで、 ５ 回、 お金が１ 年で１ 回お金と いいま すか、

１ 年の作付と かのサイ ク ルなのか…… 

○13番 尾形大介委員 ８ 年から 13年ま で１ 回ずつの５ 回払う と いう ５ 回ですか。今ま でやった受け

たのが５ 回受けたんじ ゃなく て、 契約が５ 回し たわけじ ゃなく て。 分かり ま し た。  

○齋藤 均 議長 ほかに。  

 佐藤委員。  

○９ 番 佐藤秀之委員 ９ 番、 佐藤です。  

 今の知事裁定の件ですけれども 、 ちょ っと 関連で教えてほし いんですけれども 、 例えば、 相続放棄

になってし ま って誰も いないと なったら 、 それも 該当になる んですか。  

○事務局長 相続の放棄の場合で、例えば財産管理清算人と いう 方が立てら れている と 、その方と の

話合いになり ま すけれども 、 いない場合は、 今回のよ う な知事裁定の流れに乗せる こ と ができ ま す。 

○９ 番 佐藤秀之委員 いなかった場合。  

○事務局長 はい。  

○齋藤 均 議長 こ れも 県会議では全部相続人いる んだけれども 、家系図と 一緒に相続放棄で申請

はし て、 同じ よ う な形で供託金支払いと いう こ と 。  

○９ 番 佐藤秀之委員 そう し たら 、 土地改良区だと かそう いう のも 時間かかる わけですか。  



 

○齋藤 均 議長 相続放棄し てから …… 

○９ 番 佐藤秀之委員 あれはつく った人が…… 

○齋藤 均 議長 つく った人は水利費を土地改良区に払う わけだから 、税金のほう はちゃんと 。税

金だと なれば相続放棄の。  

○９ 番 佐藤秀之委員 分かり ま し た。  

○齋藤 均 議長 ほかにございま せんか。  

（ 発言する 者なし ）  

○齋藤 均 議長 ないよ う でし たら 、 質疑を打ち切り ま す。  

 採決に入り ま す。  

 議第18号 農用地利用集積等促進計画策定に係る 要請について、議事参与の制限以外の案件につい

て要請する こ と を決定する こ と にご異議ございま せんか。  

（ 「 異議なし 」 と 呼ぶ者あり ）  

○齋藤 均 議長 異議ないよ う ですので、議第18号 農用地利用集積等促進計画策定に係る 要請に

ついて要請する こ と を決定いたし ま す。  

 続き ま し て、議第19号 酒田農業振興地域整備計画の変更についてを上程の上、議題と いたし ま す。 

 事務局の説明を求めま す。  

○事務局長 議第19号 酒田農業振興地域整備計画の変更については、農業振興地域の整備に関する

法律施行規則第３ 条の２ の規定によ り 、 酒田市長から 意見を求めら れている も のです。  

 詳細について農地係長が説明いたし ま す。  

○事務局 それでは、 議案書の37ページをご覧く ださ い。  

 今回の変更は、 農地から 農業用施設用地への用途変更です。  

 別添資料18ページをご覧く ださ い。  

 事業計画者は、 ○○さ ん、 飛鳥の田１ 筆、 2, 604平方メ ート ルを乾燥調製施設及び倉庫を整備する

ための用途区分の変更になり ま す。 施設の内容は、 乾燥機等格納庫１ 棟195平方メ ート ル、 倉庫１ 棟

132平方メ ート ル、 も み殻庫２ 棟、 計18平方メ ート ル、 集じ ん室39平方メ ート ルになり ま す。 工期は

令和８ 年秋頃から ４ か月程度を予定し ていま す。  

 別添資料20ページをご覧く ださ い。  

 場所は、 ひら たタ ウ ンセンタ ーの西側の農地になり ま す。  

 別添資料23ページをご覧く ださ い。  

 こ ちら は建物の配置図になり ま す。  

 別添資料24、 25ページをご覧く ださ い。  

 こ ちら は現況写真と なっており ま す。  

 説明は以上と なり ま す。  

○齋藤 均 議長 農地調査委員会の報告をお願いし ま す。  

○12番 兼山宏勝委員 12番、 兼山です。  

 ４ 月６ 日に第１ 班によ る 農地調査委員会を行っていま す。議第19号 酒田農業振興地域整備計画の

変更について、農地調査委員会では協議及び審議の結果、変更する こ と に特に問題はないと の意見で

あったこ と を報告いたし ま す。  

○齋藤 均 議長 それでは、 こ れよ り 質疑に入り ま す。  

 本件は農業委員会等に関する 法律第31条の規定によ る 議事参与の制限の案件であり ま す。  

 21番、 土田治夫委員が該当し ま すので退席を求めま す。  

 暫時休憩し ま す。  

（ 休   憩）  

（ 再   開）  

 

○齋藤 均 議長 再開し ま す。  

 議第19号 酒田農業振興地域整備計画の変更について、 ご質問ございま せんでし ょ う か。  

 佐藤委員。  

○９ 番 佐藤秀之委員 ９ 番、 佐藤です。  

 こ の建物と 建物の間に挟ま れる よ う な形になる 。 こ の間、 何か田んぼある みたいですが、 こ れの日

当たり と かは影響ないんですか。  

○齋藤 均 議長 事務局。  



 

○事務局 周辺の耕作者の方から は同意書は取り 付けている よ う でし たので、変更がないも のと 考え

ま す。  

○９ 番 佐藤秀之委員 分かり ま し た。  

○齋藤 均 議長 ほかにございま せんでし ょ う か。  

 何か事務局、 係長、 補足説明ある んであれば、 何か。  

○事務局  耕作者については本人が耕作さ れている と いう こ と でし た。周辺の農地の方から は同意

書はも ら っており まし たので、 提出さ せていただき ま す。  

○齋藤 均 議長 ほかにございま せんでし ょ う か。  

いよ う ですので、 質疑を打ち切り ま す。  

 採決に入り ま す。  

 議第19号 酒田農業振興地域整備計画の変更について、許可決定と する こ と にご異議ございま せん

か。  

（ 「 異議なし 」 と 呼ぶ者あり ）  

○齋藤 均 議長 異議ないよ う ですので、議第19号 酒田市農業振興地域整備計画の変更について

は許可決定と いたし ま す。  

 議事参与の制限を許可し ま す。  

 ほかに、総会、皆さ んから その他で受け付けま すけれども 、何かございま せんか。よ ろし いですか。  

（ 発言する 者なし ）  

○齋藤 均 議長 それでは、 こ れをも ちま し て４ 月定例総会を終了いたし ま す。  

 お疲れさ ま でし た。  

（ 午前１ ０ 時３ ０ 分 閉会）   


